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第 14 回強磁場フォーラム総会 議題 

 

１． 強磁場フォーラムの第 13 期活動報告と 14 期活動⽅針 質疑･応答 
２． Global High Magnetic Field Forumについて		 
３． Megagauss Conference（2018.9.25-29	柏）報告 
４． 第 14 期役員の選挙（投票） 
５． 各施設の報告・強磁場コラボラトリについて 
６． 三浦奨励賞授賞式および受賞講演 
７． 第 14 期役員の選出 
	

	

『今期（第 13期）の活動報告』 

１．2017 年 11 ⽉ 30 ⽇(於 物質・材料研究機構)の強磁場フォーラム第 13 回総会にお
いて次期（第 13 期）幹事が決定した。 
	

＜代表＞	松⽥康弘（東京⼤学 物性研究所 准教授）	
植⽥浩明（京都⼤学⼤学院 理学研究科 准教授）	
⿊江晴彦（上智⼤学 理⼯学部 准教授）	
左近拓男（⿓⾕⼤学 理⼯学部 教授）	
⽵端寛治（物質・材料研究機構 主幹研究員）	
中⻄良樹（岩⼿⼤学⼤学院	⼯学研究科 准教授)	
鳴海康雄（⼤阪⼤学⼤学院 理学研究科 准教授）	
野尻浩之（東北⼤学	⾦属材料研究所 教授)	
	

 
２．強磁場フォーラム三浦奨励賞について、第 10 回の募集の周知を広く⾏うとともに、
今後のあり⽅について議論した。次回以降の賞の性格などについて議論を⾏った。 
 
３．強磁場フォーラムの web page に関連国際会議（RHMF や MG16）、研究会の情報
を適時掲載した。 
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ーー 
４．三浦賞の次年度からのあり⽅について、幹事の中での議論の内容の紹介と、本総会
での承認、意⾒交換を⾏う。 
 
 
『来期（第 1４期）の活動⽅針』 
・三浦奨励賞の後継の若⼿奨励賞の周知を広く⾏う 
・次回の研究会とフォーラム総会の開催 
・各施設間及びユーザーとの情報・意⾒交換の促進の⽅法を検討 
 
 
参考 強磁場フォーラムの歴史 

 

設立総会2002年10月9日 東京大学物性研究所 

第2回総会2003年6月17日 東北大学金属材料研究所 

第3回総会2004年6月16日 物質・材料研究機構 

第4回総会2005年6月14日 東京大学物性研究所 

第5回総会2006年6月15日 大阪大学 

第6回総会2008年5月16日 東京大学物性研究所 

第7回総会2009年12月8日 東北大学金属材料研究所 

第8回総会2011年6月24日 物質・材料研究機構  

第9回総会2012年11月27日 東北大学金属材料研究所 

第10回総会2013年11月1日 東京大学物性研究所 

第11回総会2014年12月5日 大阪大学 

第 12 回総会 2016 年 6 月 24 日 東京大学物性研究所 

第 13 回総会 2017 年 11 月 30 日 物質・材料研究機構 

第 14 回総会 2018 年 11 月 27 日 東北大学金属材料研究所 


